
中性土質改良材を用いた底泥の土質改良方法について 
 

 

 

 

1. はじめにはじめにはじめにはじめに  

湖沼等閉鎖性水域の水質浄化対策のひとつに底泥処理がある．底泥は植物肥料としての栄養分に富んでお

り，農地などへ還元した場合には最適な土壌となる．したがって，このような利用が可能となれば，底泥の

有効利用用途の拡大が図れる．底泥を農地へ有効利用するためには，底泥のﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ性を中性のまま改善す

る必要があり，ｾﾒﾝﾄや石灰等の固化材は使用できない．筆者らは，ｹﾅﾌという植物を主材とした中性土質改良

材を開発し，底泥処理への適用性検討を実施した結果，開発した中性土質改良材を用いることで底泥を適切

に処理できることを確認した 1)～3)．このため，本中性土質改良材を用いた底泥処理ｼｽﾃﾑを考案し，その適用

性についての検討を実施した．本論文は，底泥処理ｼｽﾃﾑの適用性試験結果をまとめたものである． 

2. 底泥処理ｼｽﾃﾑについて底泥処理ｼｽﾃﾑについて底泥処理ｼｽﾃﾑについて底泥処理ｼｽﾃﾑについて  

底泥処理ｼｽﾃﾑの適用性検討は，兵庫

県明石市のため池で実施した．実験期間

中，本ため池は池の水を排水してﾄﾞﾗｲ状態

にして築堤工事を実施していた．このため，

ﾊﾞｯｸﾎｰで浚渫した底泥に池の水を加水し，

浚渫船等で浚渫した底泥を模擬して実験

に供した．今回の実験の使用機器類を図図図図----    

1111，写真写真写真写真----    1111 に示す．さらに，主要使用機械

の一覧を表表表表----    1111 に示す． 

3.3.3.3.    底泥の性状底泥の性状底泥の性状底泥の性状 

 ﾊﾞｯｸﾎｰ浚渫した底泥の土質性状を表- 2

に，粒度分布を図- 2に示す．これより，

実験に使用した底泥

は，粘土・ｼﾙﾄ分が卓

越し，液性限界が

160%と非常に高い性

状を示した．また，

この底泥に泥水比重

が 1.20g/cm3 となる

ように加水した．加

水後の底泥の含水比は 330%であった． 

4. 底泥の脱水実験について底泥の脱水実験について底泥の脱水実験について底泥の脱水実験について 
加水した底泥は，写真写真写真写真----    1111 で示した底泥処理機器類の上部に設置した簡易型のﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚｽで脱水し，凝集剤と

して PAC を使用した．この脱水条件で，含水比 57%程度の脱水ｹｰｷが得られた(写真- 2 参照)．今回実験に使用し

た脱水機は，簡易型ﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚｽであり，ろ過圧力を 4kgf/cm2 しか確保できなかったが，浚渫した底泥はこのような簡

易型ﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚｽでも十分，脱水処理できることが示された． 
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表表表表----    1111    使用機器一覧使用機器一覧使用機器一覧使用機器一覧    
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表表表表----    2222    底泥の土質性状底泥の土質性状底泥の土質性状底泥の土質性状    
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5. 土質改良実験結果土質改良実験結果土質改良実験結果土質改良実験結果 

図- 3 は，この脱水ｹｰｷに中性土質改良材を添加した場合の

添加量と改良土の強度(qc)を示したものである．改良土の強度は，

建設発生土ﾏﾆｭｱﾙ 4)に準拠し求めた．図- 3 中の◆より，植生用

土壌としての有効利用が可能になる qc=0．2MPa にするために必

要な改良材添加量は 20kg/m3 程度となった．一方，図- 3 中の●

は，改良助材を 4kg/m3 併用した場合の実験結果である．ここで，

改良助材は，砂漠の緑化等に使用される吸水性の高い有機系材

料を使用した．これより，改良助材を併用することで，  qc=0．

2MPa にするために必要な中性土質改良材添加量は 5kg/m3 程

度となり，中性土質改良材添加量を 1/4 程度に縮減することが可

能であった．また，写真- 3 に示すように，改良助材を添加しただ

けでは，改良土は十分団粒化したとはいえず，写真- 4 に示すよ

うに，中性土質改良材を添加することで改良土は十分，団粒化す

る結果となった．なお，本底泥改良機器類で改良した底泥は，中

性土質改良材の pHが 6.3であることから，全てのｹｰｽで中性を示

した． 

6. 改良土の練り返し抵抗性改良土の練り返し抵抗性改良土の練り返し抵抗性改良土の練り返し抵抗性 
簡易型ﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚｽで脱水した底泥のｺｰﾝ指数は，図- 4 の混

練条件 A に示したように 0.35MPa を示し，そのままでも十分有効

利用できる強度を有していた．しかし，混連条件 B で示すように，

混連ﾐｷｻｰで 6 分間，脱水した底泥を錬り返すことで qc=0.16MPa

まで強度低下した．改良した底泥は，有効利用先で転圧や敷き

均し等の作業中に，重機で練り返される．したがって，脱水処理し

か実施していない底泥は，植生に適した団粒化もしていず，有効

利用先で強度低下するといった問題が発生する．しかし，図- 4

中の混連条件C,Dに示すように，本底泥改良ｼｽﾃﾑで改良した底

泥は，錬り返しの影響を受けても強度低下しないことが示された．  

7. おわりにおわりにおわりにおわりに  

今回の実験から，考案した底泥処理方法で底泥を中性のまま改良することができ，改良土は農地の嵩上げ

土，植生用土，地下水位以下や水源地近くの埋め戻し土，さらには盛土などの覆土に有効利用していけるも

のと考えられる．固化処理としてはｾﾒﾝﾄや石灰を用いる方法があるが，底泥は植生に適した栄養分を含んで

いるため，この特長を生かして農地などに還元できれば，底泥の有効利用範囲も広がる．なお，底泥のみな

らず建設工事で発生する泥土の土質改良処理に対しても，開発した中性土質改良材は適用できるため 5),6)，

建設汚泥の有効利用や，水質対策としての底泥浚渫工事の促進に，大いに貢献できるものと考える．    
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A:脱水ｹｰｷ初期強度 B:Aを6分練り返し
C:中性固化材改良土 D:Cを6分間練り返し  
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